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大川：私は、実は高校生のころ、宇宙飛行
士に憧れていたんです。航空工学をやって
いるところに行こうと決めたんですけど。
受験は、ばくちみたいなところがあるので、
私はいくつかの大学を受けました。全部工
学系ですが、それぞれ全然違う学科で、建
築、物理、それから航空工学と思って慶應
の工学部。物理は、兄が物理学者だったの
で憧れがありました。建築は、そのころ家
を建てるのがすごく楽しそうだなと思って
見ていたからです。忘れられない思い出は、
当時、鎌倉の八幡宮に行って、私に一番合
う大学に入れてくださいと頼んだことです。
そしたら慶應大学に受かったのです。とて
もよい大学に来られてよかったなと思って
います。 
 
ネットワークとの出会い 
 
大川：そして入学後、私は航空工学ができ
ると思いきや、そんなに飛行機を飛ばした
りするところではないということがわかり、
あまり真面目に勉強もせず３年間ぐらい日
吉にいました。でもそのときにコンピュー
ターってもしかしたら面白いかもって思っ
て、４年生から相磯先生の研究室に入りま
した。電気工学科を目指して、電気工学科
に入り、相磯先生のところに入り、そした
らコンピューターだけでなく、ネットワー
クをやっている人たちがたくさんいた。あ
のころは数理工学科のコンピューターを使
っている人と、相磯研で私が使っているコ
ンピューターが、端末のあいだで、テキス
トチャットができるというのがすごくうれ
しくて。つながるというのがすごく楽しか
った。それでその世界にずるずると残って
しまった感じです。取りあえず私は、人に

一番近いところのコンピューターにずっと
興味がありました。私が、学部・大学院に
いた当時、日本 DEC という会社の教育部
が、教科書をつくったり、UNIX の講習を
行っていて、先輩の村井先生が講師になっ
たりしていたので、アルバイトで教材づく
りの手伝いをしていました。それが楽しか
ったので、日本 DEC に就職し、教育部に
入り、いろいろなコンピューター、カーネ
ルからコンフィグのしかたから、インスト
ールのしかたから、いろんなバラエティー
がありますけど、コンピューターを使う人
たちに教育する部署を希望して、１年半ぐ
らい日本 DEC にいました。造船会社の新
人研修とか、松下電器（当時）の新人研修
とかで UNIX を教えるとかいろんな仕事を
していたのですが、そうこうするうちにサ
ン・マイクロシステムズという会社が日本
に上陸して、人を雇い始めたので、私は８
番目の社員としてそこに行きました。サ
ン・マイクロシステムズでは、システムエ
ンジニア的なことをやって、教育からはち
ょっと離れるんですけど、コンピューター
と人のあいだの仕事でした。メインコンピ
ューターじゃないワークステーションって、
すごく人に近かった。そこでシステムの開
発をしたり、いろんなことを経験しました
ね。「ソフトエアとは？」とか、「開発と
は？」とか相磯研のなかでは、私は相当に
落ちこぼれだったので、コンピューターで
プログラムを書いて生きていくことはない
だろうなって、思っていたのですが、気が
ついたらやっぱりプログラミングの仕事を
していました。プログラミングというのは
つくることなので、すごく楽しかったです。
初めて、例えばレーザープリンターに日本
語を出すとか、デバイスドライバーをつく
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ったり、ちょっとずつできていくというの
がすごく楽しかったし、そのころ UNIX は
日本語が使えなかったので、日本語を使う
ための下から上まで、カーネルとかライブ
ラリーとかをつくったり、コマンドを日本
語化したりとかする仕事をしていたので、
いろんな人と一緒に開発できたのが楽しか
ったですね。 
 
ふたたびアカデミックの世界へ 
 
金子：そんななかで、ある日突然 SFCのド
クターコースに戻られたという認識ですけ
ど、なぜそのような決断にいたったのでし
ょうか。 
 
大川：10年働いたんですよ。頑張って。サ
ン・マイクロシステムズで。日本とかアメ
リカとかを行ったり来たりしながら。そう
していくと、私は最後、研究開発部長でし
たが、「次は何をしようか？」ということ
を考えたりするのは、すごい楽しいんです
が、ちょっと自分の力不足を感じていたん
です。カリフォルニアの会社って、周りは
みんなドクター持ちばっかりみたいなとこ
ろがあって、もしかしたらドクターに行く
と、私も研究ができるようになるんじゃな
いかなと思って先輩に相談したんです。そ
したら、「じゃあ来れば？」と言ってくだ
さって。湘南藤沢キャンパスを受験して受
かったので、会社を辞めて大学生に戻りま
した。でも、そのディシジョンは、いろい
ろ楽しかったと思っています。私はやっぱ
りあまり器用ではないので、働きながらド
クターなんていうのは、ほとんど絶対に無
理だったと今でも思うし、ドクターって、
そのことしか考えなくていいじゃないです

か。逆にうんざりっていうところもあるん
だけど。そんな時間はけっこう大切だなと、
今から考えると思います。というわけで、
何をしたかったかというと、力不足という
のもちょっとありましたが、その前に実は
国連大学というところに一年弱、勤めたん
ですが、やはり力不足だから勉強したいと
思ったんです。人生はずっと勉強だなとは
思っていたんだけど、なかなかどうやって
自分で勉強していくのがいいのかなという
のが見えない状態だったので、その国連大
学にいたときに、バーチャル大学というプ
ロジェクトを立ちあげました。人生のどの
タイミングでも、１日のどこでも、いつで
も学びたいときに学べるような環境を社会
でつくっていくと、私みたいに勉強したい
なと思ったときに、会社をすっぱり辞めな
いといけないというのでもないかもしれな
いなとか。その辺がスタートで、国連大学
で始めたバーチャルキャンパスというか、
バーチャル大学のプロジェクトをもって研
究計画書を書いて、SFC に受験して合格し
たので、それ以来ずっとそういうことをし
ています。だから、人が人生のなかで学び
たいときに、自分で学ぶプランを立てられ
て一生勉強できる環境をつくるというのが、
本当に最初のオリジンで、スタートから今
も変わりません。 
 
大学オンライン教育の黎明期 
 
金子：ありがとうございます。実は、僕は
学生のころに、この大川先生が SFCでやら
れていた SOI っていうプロジェクトを、
TA というかたちで参加していたんです。
違う大学だったんですけれども、違う大学
だったからこそリモートで。分身はできな

7



慶應義塾大学 DMC 紀要 11(1),2023 
 

 

いので、片方に大川先生がいらっしゃって、
もう片方に僕たち学生がいて、それで一緒
につないでやるっていう話だったんですよ
ね。そのときにうちの先生から、やること
になったからよろしくって言われて、やる
のね、ぐらいな感じで。今思うと、ちょう
どインターネットが盛り上がりを見せてく
る、それこそ孫さんが SoftBank で ADSL
を無料で最初にルーターを配るぞ、みたい
なことを言っているような時代だったので、
Webブラウジングは楽しいな、メール楽し
いな、PostPet とかいろいろ頭のなかによ
ぎりましたけど、そういう徐々に一般化し
ていくプロセスのなかにあって、すごく僕
にとって変な違和感を覚えたのが、インタ
ーネットで大学の授業を中継して、この大
川さんっていう方はいったい何をしたいん
だろうと。確かに帯域があったらデータを
送れるが、何をしたいんだ？ ただ単に中
継したいだけなのか、とかっていうのが、
本当に頭のなかでもやもやしていて。それ
こ そ 今 の LMS 的 な 、 Learning 
Management Systemみたいなものがあるわ
けでもなく、手づくりの SOIのホームペー
ジ。そこに授業のビデオとかがアップされ、
ちょっとした Question なんかが載ってい
るような。あとは先生のスライドとかも確
か載っていたような気がしますけど。そう
いうので、道具立ても本当に十分じゃない。
ビデオも今のような HD でもなく、懐かし
い IEEE 1394、デジタルビデオ、30Mbps
ですかね。やっていて、本当に何をしたい
んだろうっていうのが疑問だったんですけ
ど。当時、何を試みられていたんですか。 
 
大川：その当時はフェーズ２だと思うんで
すけどね。教室をつなぎ始めたのは 2001

年ぐらいからなので。1997 年から SOI が
始まっていたんですけど、1997 年のとき
は教室を、インターネット全体を教室にし
ようというのが初めのアクティビティーと
いうかトライアルで、例えばおうちにいて
も、教室にいるのと同じように過ごせたら
楽しいだろうということで始めたのが、ア
ーカイブだったり、それからリアルタイム
でも中継できたりとか。そのころですね、
SONYと JSAT、今のスカパーJSATさんと
組んで、個人に、テレビの衛星アンテナと
同じような小さなパラボラアンテナを配っ
て、そこで 500K ぐらいかな、下り帯域の
インターネットをつくるという実験をやら
せていただいたんですけど、そうすると
500K ぐらいあると、案外小さなビデオだ
けど、たくさんバファリングがあるけど、
割ときれいなビデオが見えて、わりと学生
として教室にいるのと、ほぼほぼ同じよう
な気持ちで授業を受けることができるよう
になったというのが、2000 年〜2001 年ご
ろなんです。500K なんていうにはあっと
いう間にいつものおうちのなかにだんだん
入っては来るので、私たちがなぜあんなこ
とをやっていたかというと、たぶんちょっ
と先の未来にやってくる帯域が、世界がど
うなっているのかなって思いながら、私は
どこでも勉強できる環境を追求したかった
っていうことなんですね。それをやって、
アーカイブをやっていると、今度アーカイ
ブはもうちょっといろんな人に届くように
なって。まさに SOIのよたよたしたシステ
ムですけど、いろんな人が受講するように
なってきてくれて。例えば農業をやりなが
ら聞いていますとか、こんなことに興味が
ある先生に出会えて本当によかったとか、
世界中から来て、この先生のびっくりする
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ような、ニッチなことを話している先生に
出会えてよかったみたいな。だから、マス
っていうんじゃなくて、スパースでいいん
だなとか、それから本当に自分の時間をど
う使うかっていうなかで勉強が組み込まれ
るんだなとかという実感があったのが
1990 年代が終わった辺りなんです。たぶ
ん金子先生が参加されていた 2001 年とか、
2002 年とかは、もっと大きな教室をつく
りたいというのが、たぶんそのときの夢だ
ったと思うんです。この先生の授業をこの
教室だけで聞いているんじゃなくて、さま
ざまな大学の学生たちが同じようなテーマ
で勉強ができるとしたら楽しいだろうなっ
て思ったのがそのころで、いろんな先生が
いろいろな特徴を持っていて、その当時、
東大、早稲田、慶應みたいなのでやったり
とか、早稲田、慶應でやったりとか、奈良
先端が入ったりとかしていましたけど、先
生もモビリティーが高くなっていいし、学
生もモビリティーが高くなっていいし、ダ
イバーシティーも大きくなって、すごく楽
しかったんです。本当に面白いのが、教室
と教室をつないだだけでけっこう楽しくて。
まず時計がちょっとずつずれているとか。
東大の学生はものすごく時間にぴったりで、
教室が準備できていないと廊下で怒り始め
るみたいなのがたくさんあって。慶應の学
生は、準備ができているんだけど学生が来
ないじゃないかっていう。そういうマイン
ドの違いがありました。それから早稲田の
先生が、みんなは今大学生で何を学ばなけ
ればいけないかっていうと、「社会に役に
立たないことを頑張ってやれ」って言った
んです。社会に出たら、社会に役に立つこ
しかやらせてもらえないから、社会に役に
立たないことをやるのが大学だって言った

んです。その次の週に村井先生が、「おま
えらいいか、社会の役に立つことをやれ」
って言うんですよ。そして学生はどっちも
True だっていうことをちゃんとわかるわ
けです。たぶんそういうダイバーシティー
のあるインプットっていうか教室、だから
ディスカッションはなかなかできるような
環境はなかったかもしれないけど、とにか
く能動的に教室に座っていて、とある先生
の話をずっと聞くということだけじゃない、
もっと学びのことがあるんじゃないか。た
ぶん最初に私の生い立ちを話したと思うん
ですけど、いろんな人がいて楽しいわけで
すよね。そこで自分がどう吸収していくの
かっていうのがやっぱり楽しいんじゃない
かなと思うので、そのうちに海外とか、ア
メリカとかとつなぎ始めたりとか、ランド
ウエバー先生の授業を、東大、慶應、
NAIST（奈良）で受けるとか。海外の先生
や学生たちと、ちゃんと一緒に勉強できる
とか。ランドウエバー先生とのジョイント
を半年やったときは、時差が激しくてすご
い大変だったんで、そのあたりから私はア
ジアに、時差の少ないアジアにフォーカス
するようにはなったんですけど。なので、
いろんな大学の先生とか、いろんな大学の
学生が一緒に学ぶというのが普通の世界に
なると、「やっぱり未来は変わるんじゃな
い？」ってすごい思っていました。そうい
うことです。そこで金子先生は、なんでこ
んなことをやっているんだろうと思われた
かもしれませんが、そんな気持ちでやって
いました。 
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進化する技術、変わらない学び 
 
金子：今、お話をお伺いしていると、ピー
ス、ピースが僕の頭のなかでつながってき
て。そういう試みだったのかって。ずっと
それこそ DMC でこういったかたちでご一
緒するあいだ、また、僕が大学を卒業して
からブランクがあったんですけど、再度お
会いしてもまだ続けていらっしゃる。 
 
大川：まだやってます。 
 
金子：ちょっと失礼な言い方かもしれない
ですけど、執念深く、インターネットって
いうサービスのなかでの、まだまだすごく
大きな市場ではないところをずっとやられ
ているということが、僕にとってはすごく
驚きで。でも、大川先生が体感で学んでき
たことというのが、あまり世の中に出てい
っていない。どちらかというと、かたちと
して LMS が必要だよねとか、ビットレー
トはこのぐらいは必要だよねとか、もしく
は授業の手法としてこうだよね、反転授業
でアーカイブは使えるよねっていうような
ところばっかりが、例えばコロナのあいだ
の授業形態にしても、そういったところに
ばかりフォーカスされているような気がし
て。でも、本当の学びというものがどこに
あるのかっていうのが、今の大川先生の話
のなかにはあるような気が僕はしたんです
けど。そういう実感はありますか。 
 
大川： LMS とか、どうつないでいくかと
か、たくさん技術に支えられてさまざまに
新しいことができると思いますが、今回AI
なんかもよく取り沙汰されていますが、基
本的に人が学ぶとか、学んでいって何か新

しいことができるようになるとか、新しい
ことがつくれるようになるとか、新しいこ
とに挑戦できる気持ちになるとか、大切な
ことはいくつかあって、それは変わってい
ないですよね。ただ、技術でもっと違う視
点がたくさん入るとか、もっと知らなかっ
たことを知りやすくなるとか、もっとたく
さんの人がいろんなことに気づけるとか、
そんなことはたくさんあると思うので、テ
クノロジーが、人が学ぶことについて、ど
うやってサポートしていけるかということ
は、今までもこれからもたくさん貢献する
ところはあるんだろうなと思っています。
なので、あまりこだわっていなかったです
ね。LMS とか。必要かどうかすらも、あ
まりよくわからないんです。例えば教室で
何人かいっぱいいます。それを一緒に、決
められたある時間内に何かを達成させるた
めに教えます、みたいなのは、もうすでに
本質からずれているんです。例えば最近の
FutureLearn に代表される MOOCs みたい
なことが、いい、悪い、いろいろあります
けど、MOOCs がいいのではなくて、たぶ
ん自分のペース、パーソナライズドな学び
を多少サポートしてくれると思うんです。
必ず何人か一緒に勉強しなきゃいけないか
というとそうじゃないし、いろんな人と一
緒に勉強するとやっぱりすごくいいし、で
も教室に 40 人座るのは、別に効率がいい
わけでもなんでもないし、学びにとってい
いことがそんなにあるわけじゃないかもし
れないし、もっとフレキシブルに考えなく
ちゃいけないんだけど、なぜかこういうセ
ッティングになっているので、これを支え
る技術はなんですかっていう話になっちゃ
うことが多くて。それはまったく本質から
ずれていると思うんです。さっきの
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MOOCs の話は、自分のペースって言った
のは、10年かかってようやくわかる人がい
てもいいし、３年でわかる人がいてもいい
し、達成しなきゃいけないことのゴールっ
ていうのは誰が設定するのかもわからない
んだけど、取りあえずやりたいと思ったこ
とに対してかかる時間というのがそんなに
マターじゃないはずなのに、学校とかって
結局このカリキュラムはこの３カ月のあい
だに、という話になってしまっているから
こそつくらなくちゃいけない。LMS が欲
しくなるとか、誰がどこまでやったか見た
くなるとか。でも別にそれはマネジメント
の話であって、学ぶっていうことだけを純
粋に考えると、もっともっとフリーダムだ
し、もっともっと本質的にテクノロジーが
支えられるところは、もっともっと全然違
うところにあったりするんじゃないかなと
思います。私はだから LMS を研究した記
憶はまったくないし、もちろんアーカイブ
をそれぞれの人がどうやって受けて、そし
て自分はどうやって学んでいくのかという
ところを、例えばこういうコミュニケーシ
ョンチャンネルがあったらいいんじゃない
かとか、そういう視点ではいろいろシステ
ムをつくったり、トライアルしたりして論
文とかそういうのを書いていたかもしれま
せん。しかし、やはりある前提に基づいて
それを効率化するということは、学びには
向かないという思いがあります。なので、
私はシステム、そういうのをつくっていな
いと思っています。だから、学ぶというこ
とを支えていくテクノロジーという意味で、
私はそれをずっとやっていましたが、いわ
ゆる学校セッティングのなかのある決めら
れた環境のなかで、何かを効率的にすると
いうことではないだろうなというのはすご

く思っていたので、今も、これからもそれ
は変わらないのではないかなと思っていま
す。 

 
学びたい人が集まる universitas 
 
金子：今の話を聞いて、先ほど僕の頭のな
かに残ったキーワードは、１つはパーソナ
ライズっていう言葉。既存のシステム、い
わゆる教育システムに制約されない。本当
の教育、もしくは学びっていうのはなんな
んだろうっていうことを追求されていった
のかなというふうに思いました。一方で、
じゃあ既存の教育システムを無視していい
のか、みたいな話と、IPv4 から IPv6 にマ
イグレーションするにはどうしたらいいの
かって話に近いのかもしれないですけど。
IPv6 の世界観と IPv4 をどうつなげていく
のか、みたいなところに興味をお持ちの方
もいらっしゃると思いますし、一方で先生
が追求されてきた理想なパーソナライズド
な学びっていう世界観って、本当に突き詰
めていくとどんなかたちになるだろうって
いう、両方興味が湧くんですが、どちらか
らでもコメントをいただければと。 
 
大川：そうですよね。ものすごく古い話で
すけど、私がドクター論文を書いていたと
きに、一番初めのイントロダクションに書
いたことが、今でも私はそうだと思ってい
るんですけど、大学 universitas という言葉
は、教えたい人と学びたい人の集合ってい
う意味のラテン語だか、何語だからしいん
ですよね。だから University というビルが
あって、素晴らしい建物があって、ファシ
リティーがあってというものではなくて、
師がいて、あるいは学びたい人がそこに集
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まってきて、もしかしたら、噴水の周りで
話しているとか。そういうのがもともとの
オリジナルなアイデアだったんじゃないか
と思うんです。universitas は。それって、
インターネットがなければ、おそらくその
ままかたちは変わらないと思うんだけど、
人と人とコミュニティーをつくっていくと
いうのが、もし University のかたちだとす
れば、インターネットできっと全然違うか
たちが出来上がるんじゃないか。というの
が 2002 年に私が書いたドクター論文のモ
チベーションなんですね。それはやはりパ
ーソナライズドっていうのもそうだけど、
コミュニティーのつくり方とか、あり方と
か、でき方とか、できることとか、新しい
ことがきっとたくさんあって、会話のなか
で学ぶだけじゃなくて、１対１じゃなくて、
もっとたくさんのものから学ぶかもしれな
いし、自分の学びがどういう意味があるの
かというのも新しいかたちで知ることがで
きるかもしれないし、すごいいろんな可能
性がインターネットっていう基盤ができた
ことで生まれてきたなと思っているんです。
インターネットが普及し始めたときに、い
ろんな研究をされていた方たちがやっぱり
言ったのが、今あるかたちというのは、イ
ンターネットのなかったときにつくられた
かたち。そのかたちの最適化を考えては、
たぶん行き詰まるし、いけない。インター
ネットができたあと、インターネット前提
社会と先生たちがおっしゃっていますけど、
まったくコミュニケーションのつくり方が
変わっているし、できることがまったく変
わっている土台の上で、何かつくっていく
のは本質に戻って考え直さないと、つくり
直さないと、新しいものはできないよねっ
ていうことは言っていて、まさにそうだな

と、これは今もそう思っているんです。だ
から本質は何かということを見つめ直す必
要がある。本質は何かって見つめ直したと
きに、今ある学校とはたぶん違うかたちが
ある。コミュニケーションを取ろうと思っ
たときに、教室に集まらなければできなか
った時代はもう終わったわけですよね。だ
から、そういう小さなことから始めて、も
のを買うのもそうだし、社会的なアクティ
ビティー一切合切を、「もともと、何をし
たかったんだっけ？」という話をみんなで
しながらつくっていく時代なんじゃないか
なと思うんですよ。だいぶそれは終わって
きたのかもしれないですが、もっともっと
テクノロジーが変わってくるので、AIが出
てきて、これは AI にお願いできることに
なったと言ったとき、もう１回「本質はな
んだっけ？」というふうに、また戻ってい
くぐらい大きな変化がどんどん来るのかな
と、今も思っています。このあいだ AI の
話をしたときに、「結局ChatGPTとかその
辺がどう教育に関係するの？」と言われた
ときに、結局何かを聞いてすごいいい答え
が返ってくるんだけれども、そのドメイン
のしっかりした知識と、それから批評的な
視点と、自分でやっぱり聞く力みたいなの
がないと駄目だというのが、最終的に教育
系の人たちのあいだで結論づけられるんで
す。でも、ちょっと待って、その３つは
ChatGPT が全然関係なくて、今までも同
じことでしょって思うのです。同じ力だよ、
その力が実はなかったら、今ももちろん学
んでいきつづけられないのと同じで、また
それがすごくもっと sophisticate されたり、
あとはすごい速さでフィードバックがかか
ってきたりするっていうだけの話で、本当
にやっぱり学びの力を使わなければいけな
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いところというのはあんまり変わっていな
い。そういう結論だというふうに私も思う
んです。なので、すべては人のために、す
べては自分のために、人間のためにあると
思っているので、人間のための教育のかた
ち、学びのかたち。これからもぜひやりた
いですね。 
 
人と人とがつながることの大切さ 
 
金子：ありがとうございます。教育という
より学びですよね。どちらかというと学ぶ
側の姿勢というものがどういうふうに拡張
できていくのかとか、膨らませていけるの
かという方向だと思います。その学びのシ
ステムをいろいろトライされてきたなかで、
少なくとも学びとか教育とかいう、大学も
そうですが、１人で成し遂げられないじゃ
ないですか。どう考えても。だって、自分
が教えたいと言っても学んでくれる子がい
ないと駄目だし、学びたいと言っても教え
てくれる人がいないと駄目。見ただけで学
ぶというのはもちろんありますが、そうい
った人とのふれあいみたいなところは、ど
ういうふうにプロジェクトとしては動かさ
れてきたのかなというのを教えていただけ
ますか。 
 
大川：私が思うのは、結局人は人から学ぶ
んだと思うのです。それがもしかしたら本
っていうメディアかもしれないし、授業っ
ていうメディアかもしれないけれども、や
っぱりそれを書いた人から学ぶ。その人か
ら何か学ぶんだと私は思っています。あと
1000 年ぐらいたつと、人だと思っていた
けど、気がついたら人じゃなかったみたい
なことが出てくるかもしれませんが。大学

教育でよく、属人的教育は駄目とか言って
いた時代もあったと思いますが、私は属人
大賛成なんです。この人しかできない授業
は絶対にあるし、この人しかできない話も
たくさんあって、それを金太郎あめみたい
にできるようにする技術は、また別のこと
でやってほしいと、すごく思っています。
もちろんシラバスとかも大切ですが。人と
会えるかどうかで人生めちゃくちゃ変わる、
それを誰かから学ぶということだと思うの
で、人と会えるということは、やはり新し
いコミュニティーに行くとか、例えば次の
キャリアを考えたときに、こういうコミュ
ニティーのなかに入りたいなとか、こうい
う人たちと一緒に仕事をしたいな、という
ことなので、そういうキャリアをデザイン
するなかでも、どんな人たちと出会えるか
というのがものすごく大きなファクターだ
と思います。ですから学んでいくのと一緒
に、今、いろいろ学生たちともやっていま
すが、自分のラーニングパスウェイとか、
次に何をする、ということをちゃんとガイ
ドできるような仕組みが、学ぶなかで一緒
にあるといいね、といったことは話してい
ます。だから研究室などは、けっこうそれ
に近いコミュニティーだと思います。やは
りあれがなかったら、次の人がなかなか育
ちづらい。だから、育っていく場所みたい
なのがすごい大切だと私はすごく思ってい
ます。だからそういう意味では、人と人と
のつながりがある場所が、もしかしたら
Universitas、University なのかもしれない
ですよね。 
 
より自由な学びの環境をつくる 
 
金子：そうやってお話をお伺いしていると、
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今の学びというのは、いわゆる教育システ
ムというものに閉じたものである必要はま
ったくないというふうに思いますが、もっ
と拡張していけないものでしょうか。 
 
大川：そうですね。まさに教育学者の方が
おっしゃっていたのが、今の大学教育とか
学校教育というのは、日本においても明治
維新後に効率のよい教育、プリントをする
（知識を刷り込む）といった、効率的な教
育のためにつくられたところがすごくある
ので、それは本当の学びではない、とまで
は言っていたかどうかはわかりませんが、
取りあえずそういう政府の、国の下でつく
られたものなので、本当の学びの姿はそこ
ではないんじゃないかというのはおっしゃ
っていて。私もすごくそういうふうに思い
ます。さっきの属人は駄目とか、そういう
のもその辺から来ていることだし、もっと
小さなコミュニティーで、小さいというの
は物理的に小さいのではなく、インターネ
ットの時代なので、もっともっと大きいか
もしれないし、もっともっと遠いところに
リーチしているかもしれないし、本当に世
界で４人ぐらいしか面白いと思わないよう
なことがあったとしたら、それをもう今は
つなげられるわけじゃないですか。なので、
そういう新しい学びのコミュニティーをつ
くったり、そこに新しい人を入れたり、新
しく evolveしたりみたいなことをやってい
けると楽しいんじゃないかなと。私はけっ
こうアジアのコミュニティーというのはそ
ういうコミュニティーなのではないかなと
思って、すごく楽しく仕事をしています。 
 
金子：世の中に拡張させていこうって、僕
はどっちかっていうと、インターネット、

もしくはネットワークのアーキテクチャと
かを考える側なので、そうだとすると、お
話を聞いていて、今の一般的に使われてい
るようなアプリに欠けているもの、学びっ
ていうものをもっともっと相互に促進させ
ていきましょう、グローバルにやっていき
たいよねって思ったときに、今のコミュニ
ケーションツールに欠けているものは何だ
とお考えですか。 
 
大川：コミュニケーションツールに欠けて
いるかどうかはわかりませんが、学べるコ
ンポーネントはたくさんあるし、人ともた
くさん出会えるけど、自分が何を学ぶべき
かとか、何を学んでいきたいのかとか、そ
のガイダンスというのがなかなか今はでき
なくなっているのかなと少し思います。サ
ーチすれば何百万と何かマテリアルが出て
くる時代じゃないですか。そこからナビゲ
ートしていくというのが、これからちょっ
と先輩だったりといった人の役割だったり、
先生って今呼ばれているような人たちとい
うのは、たぶんそこが仕事というか、価値
になってくるのではないかと思うのです。
もちろんいろんな発達の段階があるので一
概には言えませんが、今はやはり例えば
FutureLearn にしても何百とコースがある
し、いろんな先生が、いろんな人がどうや
ったらこれを伝えられるかということをす
ごく頑張っているわけじゃないですか。授
業にしても、本にしても、YouTubeビデオ
にしても。本当に若い人たちは別にメディ
アにこだわらず吸収していけるとは思うの
ですが、「じゃあ次はこれを読んでみた
ら？」 と言ってくれる人がいない人とい
る人では、たぶん本当にパスが変わってく
るのではないかなとすごく実感します。だ
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から、欠けているものは何かっていうのが
アプリだとは思いませんが、アプリではな
いかもしれないけど、自分で次を設計する
ことを助けてくれるようなことが、たぶん
人と人との関わり合いで、この本は面白か
ったね、これを読んでみようとか、そうい
うのが発生してくるような学び合いの世界
みたいなのがあるといいのではないかと思
います。あと大学でおこなわれている教育
に関して言っても、実際に、これをつくり
たいんだけど、このやり方はどこにあるん
だろうとなったときに、その授業は来年の
４月からですとかいう、そういうことはも
う終わりにしようよっていう感じがします
よね。「じゃあ、何が必要？」と言ったら、
「これを今度読んでごらんよ」とか、「こ
れをやってごらんよ」と言ってあげられる
先輩と後輩の関係はのこさないといけませ
ん。そういうコミュニティーはちゃんとの
こるけど、授業ということで知識を吸収す
るというところ、ディスカッションをする
というのと、ダイアログをする、何かをつ
くっていくとか、いろんなものが学びだと
思うのですが、自分で学びたいと思ったと
きはなんでも学べるようになっていること
が大切だし、何か話をしたいって思ったと
きにはその話ができる仲間がいることがす
ごく大切です。私は、久しぶりに学会に行
って、３～４日下界から離れてプラハとい
うところで過ごしたときに思ったのですが、
本当に学生とか研究者とそのことだけ、教
育とかその人たちがやっていた研究のこと
しか話さなくていい時間って、なんて素敵
なんだろうって思いました。帰ってきて、
また下界に戻ってきて、すごくつらい思い
をしているのですが、そういう時間が、大
学にいたらできるとか、学びの場があると

か、そういうのが欲しいですね。そういう
意味では、おいしいお茶を飲みながらみん
なで話せる場所が大学かもしれません。だ
から、どうやったら学びたいと思ったとき
に学べる世界になるのかって言うと、例え
ば本当にマイクロクレデンシャルみたいな
かたちで、すごく小さな単位のスキル系の
コースを中心かもしれませんけれども学べ
る、自分の学べることをどんどん自分で学
んでいける環境をつくっていくとか、それ
とは別に、しっかりと話をする時間ができ
るとか、しっかりと自分を発信するための
何かスキルが身につくようなものがあると
か、何か違うかたちでいろいろ設計してみ
て、それを学生たちが自分なりのペースで
できるような環境、自由な環境ができると
すごい楽しいんじゃないかなと思っていま
す。だから今私が大学をつくったら、そう
いうことをやりたいですね。 
 
人は楽しいことをやるために学ぶ 
 
金子：今のお話は、僕にはすごく腑に落ち
ています。ネットワーク屋として腑に落ち
ています。僕はネットワーク技術って、資
源を共有する技術だと思っています。今、
インターネットで、コンピューターを共有
するというところから、コンピューター資
源を共有するという話から、どんどん情報
を共有する話、データを共有する話、もし
くは人の脳みそに入っているものを音声な
り、テキストなりで共有していくという状
況にあると僕は思っています。そのときに
何が一番難しいのですかという質問に対し
て、僕は「誰がその情報を持っているかが
わからないことです」といつも答えていま
す。今の大川先生の学びにおいて一番難し
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いことって、自分を客観視して、自分はこ
んな情報が次に必要なんじゃないかと提示
してくれる人、もしくは客観的に理解して
くれている人というのが必要ですというお
話でした。だからそれは、まさにはそれこ
そ今つくっていかないといけないものだよ
な、次に機械化というか、工学的にそれに
資するようなものをつくっていかないとい
けないなと思いながら、お話をお伺いして
いました。ですから、まったく違う回答だ
とは思っていなくて。そうやってこう考え
ていくと、さっきのマイクロクレデンシャ
ルですけど、自分というものの学び、もし
くは自分というものの経験、自分というも
のの知識を、どのように表現していけばい
いのだろうと考えたときに、教育システム
においては、単位というものでその内容を
学んだということに一応なっているわけで
すけれども、もっとわれわれの日々の生活
のなかでの学びなり、吸収なり、いろんな
Webの記事を読んだ経験なり、本を読んだ
経験なり、そういったものって、ざっくり
とデジタルツインの世界観だと思うのです。
自分のバーチャルというか、サイバー空間
とフィジカル空間の人間が得た情報なんか
をサイバー空間でも持っておいて、それが
わかるともっとスムーズにいろんな情報提
供ができてきますという世界観に通じるの
かな、なんて思うのです。これは可能です
か。どこまで機械化が可能なのか。人とい
うなんらかの解釈する人の存在は、今後も
必要になってくるのか。先ほどの場づくり
っていう話からすると、場だけがあればい
いのか。それともやはりそこに人という存
在が介在して、なんらかのナビゲーション、
ガイダンス、トランスレーションをするよ
うな役割というのは必要不可欠なのか。そ

の辺りはいいかがでしょう。 
 
大川：そうですね。わからないですけど、
「人は学びたいのである」ということをお
っしゃった教育者がおられました。私はそ
うだと思うのです。別にどなたかに言われ
なくても学ぶんだと思うのです。なので、
必要か、必要ではないかではなく、人間の
生きていくことを支えるっていうことだけ
なのではないでしょうか。みんな学びたい。
みんな食べたいし、みんな寝たいし、みん
な学びたい、とすればで、必要かどうかと
いう質問には、「そういうレベルのことで
はない」と答えるしかないです。要するに、
なんで学ぶかというと、単位のためでも別
にないわけですよ。学歴のためでもないわ
けです。私は生まれたときからやはりなに
かつくりたい、なにかやりたいことがあっ
て、やりたいことがなくても全然いいので
すが、楽しいことがあるじゃないですか。
楽しいことをやれるようになるっていうの
がたぶん学びの本質だと思います。一生
100 年ぐらい生きなきゃいけないので、楽
しいことをやるために学び続ける、それを
サポートしてもらえたらうれしいですよね。 
 
金子：そのとおりだと思います。僕は一介
のエンジニアとして、それって結局学ぶ人
の気持ち次第ですよ。そんなのシステムな
んか関係ないですよって言われたように受
け取ってしまいました。 
 
大川：そんなことは全然言っていないです
よ。隣の人と話すのだって、たぶんしばら
くしたら私もよく見えなくなったりとか、
いろいろあるじゃないですか。いろんな人
と話すということ自体、昔できなかったこ
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とが、ありとあらゆるテクノロジーでいろ
んなサポートが受けられるようになってい
て、自分ができなかったことをちょっとお
願いすると AI がやってくれるような時代
になってきています。テクノロジーがなく
なったら、たぶんすごく大変だと思います。
この世の中は、研究でこういうことができ
ました、こういうことができるようにさら
になりました、さらにこうなりました、の
積み重ねです。この積み重ねのスピードが
ものすごく速くなることは、きっとオプテ
ィミスティックに考えると、いい世界が早
くやってくることだと思うのです。だから
テクノロジーはそこに注力してください。 
金子：はい。わかりました。 
 
学びに必要な日曜大工レベルの技術 
 
金子：技術者としての大川先生と、人間の
営みとしての学びを追求していくこととに、
コンフリクトしている部分はあるのでしょ
うか。つまり、人間の欲求、学びに対する
欲求だけですべてが解決していくのでしょ
うか。今の大川先生のお答えでは、そうで
はなくて、そこにいろんなサポートが技術
として入ってくる。それは真っすぐ後ろか
らプッシュするようなものではないかもし
れないけど、ちょっとしたものが少しずつ
学びを支援していくんだ、とおっしゃって
いるのかなと思いながら聞いていましたが
いかがでしょうか。 
 
大川：まとめていただいてありがとうござ
います。そうです。技術は人のためにある
ので、そのとおりだと思います。私はエン
ジニアですなんて偉そうに言いましたけど、
エンジニアにもたくさんの種類がいて、私

は日曜大工だと思っているんです。日曜大
工って何がいいかというと、ちょっとした
ことは自分でできる。だから、棚をつくる
ってどんなに簡単なことか知っている。だ
から、じゃあ棚をつくろうって思える。で
も、棚をつくることがすごく大変なことで、
ものすごくお金がかかることだって思った
らつくらないじゃないですか。その辺の距
離感、技術への距離感っていうのがすごく
大切だと思っています。自分ができないこ
と、自分ではできなくてお金がかかること
がたくさんあるということを知ったうえで、
自分がやりたいことは自分で、日曜大工レ
ベルのことはできる技術を持っていると、
たぶんいいのかなと思います。日曜大工レ
ベルっていうのが、これからどんどん高く
なってくるわけですよね。だから、昔だっ
てビデオをつくるとか、ワープロでテキス
トを打つとか、そんなこと昔は日曜大工レ
ベルではできなかったのが、今はできるよ
うになっています。あとプログラミングを
するとか、ちょっとしたスクリプトをつく
って自動化するとか、その辺も日曜大工で
すよね。日曜大工レベルのことができると、
お隣のおばあちゃんも助けてあげられるし、
その技術が、自分からどのくらいの距離に
あるのかということがわかると、それが何
に役に立つか、自分の学びにどう役に立つ
のかもわかります。だから私は日曜大工レ
ベルの技術者であることはとても大切だと
思っています。もちろんプロフェッショナ
ルとして書いていたこともあるけれども、
そうではなくて毎日のことが、ちょっとず
つ技術でよくなる。ちょっとずつ技術で便
利になったり、楽しくなったりするってい
うことを知っているということを誰かに伝
えられるとか。みんながそれくらいのレベ
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ルになると、きっと技術と人間が優しくふ
れあえるんじゃないかなと思っておりまし
て、自分を日曜大工エンジニアと称してい
ます。 
 
「なぜ？」を繰り返す 
 
金子：最後に１つ聞かせてください。先ほ
どの教育の話もそうですし、学びの話もそ
うですし、ある意味時代が大きく変わって
いく、DX という流れで変わってきている
なかで、本質に立ち返るっていうお話をし
ていただきましたが、本質に立ち返るとい
うのは、言葉で言うと非常に簡単なことだ
と思うんです。でも一方で、実際に本質に
立ち返って考えなさいって、例えばそれを
私の研究室の学生に言ったところで、何を
すればいいんですかっていう答えが返って
くる気がします。そんな学生さんに大川先
生からひと言、本質に返るためにお勧めの
こと、あったら教えてください。 
 
大川：難しい質問ですね。でも、実はそん
なに難しいことじゃなくて、すべてのこと
に１回はなぜそれがそうなのか、なぜそれ
が今そうなっているのかということを疑問
に思って解明してみることから始まるので
はないかと思います。だから、なんでこの
教室には 40 人も座っているんだろうとか、
なんで私は今椅子に座っているんだろうと
か、なんでこれは紙なんだろうとか、なん
でこれはまずいんだろうとか、なんでもい
いと思うんですけど、今当たり前に思って
いることを、１回なんでもいいから
Questionするということを、ゲーム感覚で
やってみる。お友達とでもいいと思うので、
なぜ？を繰り返すことで見えてくるのでは

ないのかなという気がします。だから、も
し勉強がつらいと思ったら、なぜつらいの
か。レポートを書けないと思ったら、なぜ
書けないのか。なぜ書くのか。そういう
Questionをしてみるといいのではないでし
ょうか。今、私もずっとそれは思っていま
す。 
 
金子：ありがとうございます。今日は大川
先生に DMCTALK にお越しいただきまし
た。長い時間ありがとうございました。 
 
大川：ありがとうございました。（終了） 
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大川 恵子（おおかわ けいこ） 
慶應義塾大学メディアデザイン研究科教
授・DMC 研究センター所長。専門は、デ
ジタルコミュニケーションと教育環境、ア
ジア教育基盤の構築。1985 年慶應義塾大
学大学院工学研究科修士課程修了。日本 
DEC、日本サン・マイクロシステムズ、国
連大学高等研究所などを経て大学院に戻り、
2000 年同大学大学院政策・メディア研究
科博士課程修了と同時に起業。2001 年博
士号（政策・メディア）を取得。1996 年
よりインターネットと大学教育に関する研
究に従事し、2001 年より湘南藤沢キャン
パスにてアジア各国の大学間遠隔教育プロ
ジェクト（SOI Asia）の研究と運営に従事。 
 
⾦⼦ 晋丈（かねこ くにたけ） 
慶應義塾大学理工学部准教授・DMC 研究
センター副所長。専門はアプリケーション
指向ネットワーキング。特に、デジタルデ
ータの利活用を促すデジタルデータのネッ
トワーク化について研究を行っている。
2001 年東京大学卒業。2006 年同大学院情
報理工学系研究科博士課程修了、博士（情
報理工学）。同大学院新領域創成科学研究
科での特任助教を経て、2006年 9月より慶
應義塾大学デジタルメディア・コンテンツ
総合研究機構、特別研究助教。2007 年、
同機構特別研究講師。2012 年 4 月より現
職、デジタルメディア・コンテンツ統合研
究センター研究員を兼任。 
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	05-3_シンポジウム_徳永先生_23,Vol11_st
	05-4_シンポジウム_倉田先生_23,Vol11_修正
	05-5_シンポジウム_杉浦先生_23Vol11＿AS
	05-6_シンポジウム_山口先生_23,Vol11_CK済
	05-7_シンポジウム_パネル_23,Vol11_240509
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